
1/32ページ
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EK OMNIA
オールラウンドグラインダー

ソフトウェアの説明、機能及びソフトウェア等の更新方法
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製品概要

スタンバイ

初回起動時のセットアップ

タイムモード

サービスメニュー

ライブラリーモード

システムメニュー

カスタマイズメニュー

ユーザー管理メニュー

情報メニュー

ソフトウェア更新の準備

ソフトウェア更新に必要なこと

グラインダーの準備

EK OmniaをWiFiに接続する

EK OmniaのWebインターフェースにアクセスする

ソフトウェアアップデートを実行する
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日付： 修正内容 改訂番号

2023年11月3日 改訂履歴一覧作成日 1.0

2023年12月1日 進捗バーの問題はメモに記載されています。 1.1

2024年1月25日 暫定的に最終決定 – SW SAP番号は保留中 1.2

2024年2月2日 最新リリースに更新 1.3

2024年3月4日 最新リリースに更新 1.4

2024年3月7日 最も一般的な通知を追加(8.1を参照) 1.5

2024年5月8日
バージョン1.20にアップデートしました（ソフトウェア バージョン履歴を参
照)。RPM調整の説明がモードに追加されました。

1.6

2025年11月4日 透かしが削除されました。 1.7

日付： 修正内容
SW & ビルド
番号

SW

HMI

SW

ESP

FW

MCU

2023年12月1日 第1量産向け第2リリース 1.04-5 1.06 1.10 S27

2024年2月2日  第1量産向け第3リリース 1.14-1 1.06 1.11 S30

2024年3月4日 第4リリース 1.16-4 1.10 1.11 S30

2024年5月8日  第5リリース 1.20-1 1.20 1.14 S30
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AGSA (Automatic Grind Size Adjustment) = 自動挽き目調整機能

DDD (Disc Distance Detection) = グラインドディスク間の距離の検知

ESP ESP (Espressive Board) = WiFi機能

FW (Firmware) = ソフトウェア

HMI (Human Machine Interface) 

IP (Internet Protocol) 

MCU (Motor Control Unit) 

PDU (Pre Dose Unit) 

コーヒー豆を定量で挽き切りたいときに使用するホッパー（現在、開発中）で、ライブラリーモードに限って使用すること
を想定しています。

SSID (Service Set Identifier) 

SW (Software) 
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製品概要

EK Omniaは、3つの電子制御基盤（HMI = Human Machine Interface、ESP =Espressive Board、MCU = 

Moter Control Unit)を装備しており、HMIで全てを管理し、必要に応じてESPとMCU基盤を更新します。

機能：

HMI = タッチディスプレイ上で操作可能なグラインダーの設定等
ESP = WiFi接続に関連し、スタート・ストップボタン操作と連携する
MCU = 主モーターを動かし、ESPやHMIに電源を供給する
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EK Omniaは、3つのユーザー属性に分けて、グラインダーのメニュー項目へのアクセス権限を付与しています。

・ユーザー（パスワード不要）= コーヒー豆を挽くことやレシピ変更をすることができます。

・オーナー（パスワード1924）= システム設定やモーター構成を除いてアクセス可能です。

・技術者 = メリタジャパンのエンジニアは、EK Omniaのすべてのメニュー項目にアクセス可能です。

※特に明記されていない限り、本取説に記載されている内容は、Store Ownerとしてログインすることでアクセス可能です。
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挽き目調整ダイヤルをどちらかに回すとグラインドディスク間の距離を変えて挽き目を調整することができます。挽き目調整ダイヤルには赤い印が付
いており、現在の挽き目設定位置を示しています。
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グラインダーチュートリアルでは、グラインダーの機能を説明しています。ほとんどの画面の後には、先に説明した機能のプレビューが
表示されます。

グラインダーチュートリアル

グラインダーチュートリアルは、設定メニュー（Grinder Settings）の「情報(Information)」セクションからいつでもアクセスできます
（4.6 or 4.6.5参照）。
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PDU (Pre Dose Unit)は、コーヒー豆を定量で挽き切りたいときに使用するホッパー（現在、開発中）で、ライブラリーモードで使用することを
想定しています（4.5参照）。PDUチュートリアルでは、PDUの機能について説明しています。ほとんどの画面では、先に説明した機能のプレ
ビューが表示されます。
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以下の画像は、起動後に表示されるメインページを示しています。設定によっては、クラシックモード、タイムモード、ライブラリーモードが表示
されます（4.6.3参照）。

クラシックモードでは、一番上
の行のバーが白く点灯します。
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※タイムモードを使用する際は、エスプレッソモジュール（付属品）の使用をお勧めします。

登録された
グラインドディスク距離 現在のグラインドディスク距離

タイムモードでは、真ん中の行
のバーが白く点灯します。真ん
中の行のバーの本数は、タイ
ムモードで登録されているレシ
ピの数を示しています。
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ライブラリーモードでは、一番下の行の
バーが白く点灯します。

挽き目をあらわす㎛の数字の上を長
押しすると編集画面に変わります。

現在の挽き目が表示されています。
数値に軽く触れると＋/-表示が出て、
1㎛単位で挽き目を変更できます。

登録されているレシピ名が表示されま
す。レシピ名に軽く触れると、登録さ
れているレシピのリストが表示されます。

“＋”表示に触れると挽き量をグラム
単位で追加することができます。

アイコンを選択してそのレシピの挽き量
の数字を入力することができます。こ
の入力数値はメモとしての機能のみに
なります。

“＞”マークに触れると次のステップに

移動し、長押しすると数値を確定しま
す。

PDU（Pre Dose Unit）を使う時だ

け挽き時間を設定することができます
（4.2.2参照)

※PDUは現在開発中です。

“✓”に触れると確定となります。

“X”表示に触れると挽き量のメモ入
力画面から出ます。

“＜”表示に触れると前の画面に戻り
ます。

メモ入力した数字に触れると自動で
ホッパーのコーヒー豆をグラインダー機
構に送り込みます（PDU（Pre 

Dose Unit使用時のみ）。

6つまで引き量のグラム数値を登録す
ることができます。

ライブラリモードでは、様々なレシピを簡単に管理することができます。コーヒー豆の名前、挽き目（㎛）、および挽き量を最大20個までレシ
ピとして保存し、呼び出すことができます。レシピを有効にすると、グラインダーは自動的にレシピの挽き目に調整してくれます（4.6.3 > AGSA

を有効にするを参照）。PDUが利用可能な場合は、保存した挽き量も自動的に供給されます。
ライブラリモードの初期設定のモーター回転速度は1500rpmですが、編集モードからレシピごとにモーター回転速度を設定できます。以下の画

像は、起動後に表示されるメインページを示しています。設定によっては、クラシックモード、タイムモード、ライブラリーモードが表示されます
（4.6.3参照）。

メインページ ／ ライブラリーモード
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※タイムモードを使用する際は、エスプレッソモジュール（付属品）の使用をお勧めします。
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サービスメニュー

最も細挽きの挽き目を校正して、0点調整をし
ます。

グラインドディスクの使用時間を記録し、時間あ
たりの挽き量をもとにグラインドディスクの交換時
期を把握することができます。グラインドディスク
交換都度、使用時間をリセットしてください。

ディスプレイにRGBカラーを表示して、ディスプレ
イが正常に機能していることを確認します。
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キャリブレーション後、数値は0㎛表示になります。

「Start Test（テスト開始）」を押すとAGSA（Automatic Grind Size 

Adjustment）が機能テストを実行し、自動で挽き目調整ダイヤルが動いて挽き目を
調整します。

有効化されると「PDU Running」が「True」に変わります。
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システムメニュー

WiFiをオンまたはオフにする。

WiFiのIDを表示します。

パスワードを入力します。

グラインダーのIPアドレスを表示します。

日付（日月年）を表示・設定します。

日付（日月年）を表示・設定します。

統計データを収集するため、週の初めを
設定します。

温度表示を摂氏（℃）または華氏（℉）
に設定します。

WiFi接続確認用に、グラインダーに名称をつけ
ます。

上書きされている情報を消去して、工場出荷
時の設定に戻します。これまでのデータはなくな
ります。



18/32ページ

カスタマイズメニュー

タイムモード・ライブラリーモードをディスプレイ表示し
なくて良い場合、無効にすると、ディスプレイ表示
しなくなります。

レシピを変更する時、「AGSA（Automatic Grind 

Size Adjustment）遅延」時間だけ待機した後、
自動で挽き目調整を開始します。

スポットライト機能を有効にすると、挽きはじめから
挽き終わり後2秒の間、スパウトのLEDを点灯しま
す。

次の操作を開始するまでにしばらく時間が空く場
合、時間を入力しておくと、その時間が経過すると、
スタンバイモードに移行させることができます。

上書きされている情報を消去して、工場出荷
時の設定に戻します。これまでのデータはなくな
ります。
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ユーザーメニュー

Store Owner(オーナー）またはTechnician(技術
者)を選択して、ログインします。

※技術者としてログインできるのは、メリタジャパン   

の技術者のみです。
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情報メニュー

※QRコードから入手可能な取説は製造者のオリジ
 ナル版になります。本取説は、メリタジャパンホーム 

ページのEK Omniaの製品ページからダウンロード
してください。

4.2.1参照

4.2.2参照
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ソフトウェア更新の準備

ソフトウェアバージョンの確認

ソフトウェアバージョンは、「設定(SETTINGS)」メニューの「情報(INFO)」から確認することができます。

ソフトウェア更新に必要なこと

EK Omniaのソフトウェアを更新するには、WiFi接続環境が必要です。PCやスマートフォンで対応可能です。新しいソフトウェアは、PCやス
マートフォンにダウンロードするか既に保存されている状態にしてください。

このファイルは”.swu”という拡張子をもつソフトウェア更新ファイルです（以下はファイル名の表示例です）。

ソフトウェアSAP番号：706063 HMI（メイン）/ 706064 ESP / 706065 MCU

グラインダーの準備

ログインします

WiFi接続を有効にします
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EK OmniaをWiFiに接続する

EK OmniaをWiFiに接続する時、セキュリティキーの入力を求められたら、「King」と入力してからSSIDの下４桁を入力します。
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EK Omniaには、複数の機能を提供するウェブインターフェースがあり、その機能の１つがアップデートプロセスです。
EK OmniaをWiFiに接続したら、ブラウザにIPアドレスを入力することでこのウェブインターフェースにアクセスできます。グラインダーのIPアドレスは
「IP」の項目に記載されています。

グラインダーの起動時に使用するカスタムフラッシュス
クリーンをアップロードしてください。ファイルサイズは最
大480X360ピクセルです。

EK OmniaのWebインターフェースにアクセスする
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グラインダーにソフトウェアアップデートファイルをアップロードするには、「ファームウェアアップデート」セクションに移動して、.swuファイルをアップ
ロードしてください。
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「Try Recover（リカバリーを試す）」

を押して、日付と時刻を設定し、グラ
インダーの電源を８時間オンにしたま
まにします。

グラインダーチャンバーを閉じます。
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グラインダーチャンバーが開いています。
モーターが作動しません。豆を挽くことが
できません。

豆ホッパーが取り外されています。モー
ターが作動しません。豆を挽くことができ
ません。

HMIボードとモーター制御ユニット間の

通信が途絶しました。豆を挽くことがで
きません。

グラインドディスクの寿命を超えました。グ
ラインドディスクを交換し、カウンターをリ
セットしてください。

グラインドモーターを起動するように指示
したにも関わらず、起動しません。

モーターが何等かの異物に引っかかってい
るか、通信に問題が発生している可能
性があります。

グラインドモーターは停止命令が手ている
にもかかわらず停止しません。モーター制
御ユニットとの通信に何等かの障害が発
生している可能性があります。
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警告

ソフトウェアアップデートのパッケージがユー
ザーによって中止されました。ソフトウェア
アップデートを再度実行してください。
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警告

警告

警告

警告

警告

警告

警告
内部データベースエラーが発生しました。統
計データベースのメモリ結果の取得に失敗
しました。

内部データベースエラーが発生しました。レ
レシピの変更を挿入できませんでした。

内部データベースエラーが発生しました。新
しいレシピの挿入に失敗しました。

内部データベースエラーが発生しました。豆
挽きの結果をデータベースに追加できませ
んでした。

内部データベースエラーが発生しました。カ
ウンターのカウントに失敗しました。

内部データベースエラーが発生しました。カ
ウンターのリセットに失敗しました。

内部データベースエラーが発生しました。カ
ウンターのデータベース要求が失敗しました。
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